
11月20日 10:00-15:30

2023年

九州ファミリーホーム協議会研究会
２０２３ 熊本大会

13:00～13:30

スマホの向こう側
～インターネット世界にSOSを出す子どもの理解と対応～

講師：田中 慎一朗 氏 (熊本市立帯山中学校 教頭)

特
別
講
演

10:30～12:00
ファミリーホームと子どもの権利、

家庭養育優先原則
～「『真に』子どもにやさしい国を目指して」～

講師：塩崎 恭久 氏 (元 厚生労働大臣)

基
調
講
演

月

≪会 場≫ グランメッセ熊本 大会議室
〒861-2235 熊本県上益城郡益城町福富1010

総合司会
江上 浩子 氏

一般開放
先着順(70名程)

(RKK熊本放送ラジオ制作部長)

主催 九州ブロックファミリーホーム協議会・熊本県ファミリーホーム協議会
九州ファミリーホーム協議会研究会熊本大会大会事務局 (担当：宮津)

お問い合わせ
☎ 090-4588-4666  E-mail: fh2023.kumamoto@gmail.com

日程

受付 開会式 特別講演 休憩 基調講演 研究討議 閉会式
塩崎恭久 氏 田中慎一郎 氏 グループ研修 事務連絡

9:30  10:00 10:30          12:00 13:00  13:30  15:00  15:30

※1 特別講演のみ一般参加者の参加可能
基調講演及び研究討議など午後のプログラムは関係者のみ参加可能

※ 日程や会場、開催スケジュール等は変更になる場合があります
大会詳細・申し込み方法などは、
「熊本県ファミリーホーム協議会HP 特設ページ」よりご確認をお願いします

※1

大会テーマ
ファミリーホームの明日を考える

～ 家庭養育優先原則、こどもたちを取り巻くSNS社会 ～



九州ファミリーホーム協議会研究会２０２３ 熊本大会 要綱(一部)

１ 大会テーマ

２ 研究会趣旨
(要約)

３ 開催日時

４ 研究会会場

５ 参加費用

６ 研究会日程

７ 参加対象者

８ 研究会講師

９ 主催・後援
(予定)

10 参加申込方法

11 お問合せ先

「ファミリーホームの明日を考える」
～ 家庭養育優先原則、こどもたちを取り巻くSNS社会 ～

ファミリーホーム(小規模住居型児童養育事業)が里親制度と並ぶ家庭養護
の制度として法定化されて14年。以降、ファミリーホームの養育の理念や方
法及び手段などを社会に開示し、質の確保と向上を目指して毎年「九州ブ
ロックファミリーホーム協議会研究会」を開催しています。
平成28年の児童福祉法等の抜本的改正を受け、平成29年には「新しい社会

的養育ビジョン」が取り纏められ、ビジョンで掲げられた取り組みを通じて
「家庭養育優先原則」を徹底し、子どもの最善の利益を実現していくことが
求められています。平成30年には各都道府県において「社会的養育推進計
画」が策定され、社会的養育の中でのファミリーホームの役割も大変重要と
なっています。
今研究会では、子どもの最善の利益の為に、「家庭養育優先原則」「こど

もたちを取り巻くSNS社会」について考えます。

令和５(２０２３)年 １１月２０日 (月) １０：００～１５：３０

グランメッセ熊本 大会議室 (熊本県上益城郡益城町福富1010)

無料

九州各県ファミリーホーム養育者・補助者
里親・養護施設等関係者・行政関係者・学生・関心のある方 (特別講演のみ)

特別講演 塩崎 恭久 氏 (元厚生労働大臣 / 前衆議院議員)

基調講演 田中 慎一朗 氏 (熊本市立帯山中学校 教頭 / 公認心理師)

主催・共催
九州ブロックファミリーホーム協議会 熊本県ファミリーホーム協議会

後援 熊本県 熊本市 熊本県里親協議会 熊本フォスタリング機関協議会
熊本県児童家庭支援センター協議会 熊本県養護協議会

フォームまたはメールによる申し込みとする
フォーム：https://00m.in/JdGn8 (右下QRコードから直接入力できます)

申込アドレス： fh2023.kumamoto@gmail.com 
※詳細は「熊本県ファミリーホーム協議会ホームページ 特設ページ」より

九州ファミリーホーム協議会研究会熊本大会
大会事務局 宮津ファミリーホーム 宮津
〒861-8031 熊本県熊本市東区戸島町1177-3
連絡先： 090-4588-4666 
E-mail： fh2023.kumamoto@gmail.com

受付 開会式 特別講演 休憩 基調講演 研究討議 閉会式
塩崎恭久 氏 田中慎一郎 氏 グループ研修 事務連絡

9:30  10:00 10:30          12:00 13:00  13:30  15:00  15:30

1993年旧愛媛1区から衆議院議員選挙へ出馬し初当選。以来、2021年まで衆議院議員8期・
参議院議員1期務める。衆議院法務委員長や外務副大臣、内閣官房長官、拉致問題担当大臣な
ど要職を歴任され、2014年から3年間厚生労働大臣。議員在籍時には児童福祉法の改正に関わ
り、「家庭養育優先原則」を条文に明記した。28年間の国会議員の後、地元愛媛県でご夫妻で
養育里親登録。現在も第一線でご活躍され、精力的に活動や講演を行う。

公立中学校(うち スリランカコロンボ日本人学校)に19年間勤務した後、熊本市教育委員会
指導主事を経て現職。熊本市教育センター委嘱研究員「情報モラル部会」部会長や令和元年度
文部科学省委託SNS等を活用した相談体制の在り方に関する調査研究運営委員等を歴任。教職
の傍ら講演活動や熊本日日新聞で「スマホの向こう側」の連載、RKKラジオ江上浩子のニュー
ス515プラス第3金曜レギュラーも務める。平成29年度文部科学大臣優秀教職員表彰受賞。

熊本県FH協議会
ホームページ

大会申込フォーム
(一般参加者用)

10月1日受付開始！


